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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等
○尾道市歴史的風致維持向上計画推進協議会（法定協議会）の開催
　・平成24年度　平成25年3月25日（月）開催　議題：実施事業、軽微な計画変更など
　・平成25年度　平成26年3月20日（木）開催　議題：進行管理・評価、変更認定計画（案）など

○まちづくり推進課、文化振興課と共催した説明会・事例発表など
 ■平成24年度
  ・平成24年6月　8日（金）尾道市歴史的風致維持向上計画説明会（尾道・向島地区　第1回）　参加者４３名
  ・平成24年6月14日（木）尾道市歴史的風致維持向上計画説明会（尾道・向島地区　第2回）　参加者３５名
  ・平成24年6月15日（金）尾道市歴史的風致維持向上計画説明会（瀬戸田地区　 　　第2回）　参加者１４名
  ・平成25年3月16日（土）尾道市の歴史まちづくりについて事例発表
 ■平成25年度
　・平成26年2月4日（火）講演会「美しい街を創るための景観法と歴まち法」の開催　参加者１２０名（歴まちだより第11号：右下参照）
 ■平成24年度～平成25年度
　広報活動として、事業実施状況や展示会・講演会を記載した「歴まちだより」を共同発行（現在　第12号発行）

評価軸①-1
組織体制

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　尾道市歴史的風致維持向上計画推進協議会（法定協議会）は、平成24年度は1回開催し実施事業や計画変更等について、平成25年
度は1回開催し進行管理・評価や計画の変更認定について、それぞれ意見を伺った。庁内体制では、まちづくり推進課が行う「ハード整
備（道路美装化事業）」の実施にあたっては、庁内の道路管理部局、商工及び観光部局と日常的に協議を実施し、円滑な進捗に努め
た。また、文化振興課が主催する展示会や講演会などに、まちづくり推進課職員が参加するなど連携に努めた。さらに、国が行う事業
実施に係る意見交換会に県と共に参加し、質疑・回答を行った。

〇計画策定段階の庁内検討会を継承・発展させた関係課による推進体制を構築
〇文化財部門の文化振興課とまちづくり推進課のより密度を高めた連携・調整等
〇国・県等関係機関との協議と適切な支援を得るよう努める

計画の推進体制

項目

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

歴まちだより第6号（平成25年2月12日発行） 

【文化財講座開催事業：街道をゆく】 

平成24年度第1回 

法定協議会 

【H25.3.25】 

平成25年度第1回 

法定協議会 

【H26.3.20】 

歴まちだより第11号（平成26年2月17日発行） 

【歴史的風致維持向上事業：講演会】 

尾道市－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸②-1

状況を示す写真や資料等

重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

重点区域内の都市計画（尾道・向島歴史的風致地区）

市民等へ都市計画の普及・啓発を図りながら、計画的な土地利用の推進を図り、都市計画事業（街路事業、下水道事業）に
取り組んでいく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

備後圏都市計画道路　3・5・413号久保長江線の事業認可（～平成29年度）を受け、事業を実施した。
平成24年度：用地買収
平成25年度：用地買収
※評価軸③-9「道路美装化事業（幹線街路）」と同内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

【歴史的風致維持向上事業：講演会】 

状況写真① 状況写真② 

尾道市－2



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸②-2
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

重点区域内の都市計画（瀬戸田歴史的風致地区）

市民等へ都市計画の普及・啓発を図りながら、計画的な土地利用の推進を図り、都市計画事業（街路事業）に取り組んでい
く。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成25年度から対象となる道路について都市計画決定を行うための協議用図面を作成し、関係機関との協議を行った。
※評価軸③-8「道路美装化事業（特殊街路）」と同内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

道路断面構成について検討しているが、現状道路幅と大きく異なることになり、引き続き検討が必要
である。このため事業期間の変更が必要である。

状況を示す写真や資料等

尾道市－3



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

屋上広告物の設置が禁止されている景観地区内において、既存不適格物件の所有者に対して、「尾道市屋上広告物撤去に係る補助
金交付制度」を活用した、屋上広告物の撤去を要望していく。
平成24年度　制度活用実績　４件
平成25年度　制度活用実績　２件

評価軸②-3

景観地区内の制限
　景観地区内では屋上広告物は設置できないものとする。

重点区域における良好な景観を形成する施策

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

項目

屋外広告物の制限（尾道市屋外広告物条例）

整備前 整備後 

尾道市－4



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

作業工程の見直しにより、事業期間の変更が必要である。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成19年度～25年度

国宝重要文化財等保存整備費補助金

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

浄土寺の方丈・露滴庵・宝庫・庫裏及び客殿・唐門・山門の保存修理事業を実施する。

項目

浄土寺方丈ほか５棟保存修理事業

平成19年度から実施しており、方丈及び露滴庵は完了し、現在、庫裏・客殿を修理中である。

評価軸③-1

庫裏修復中の一般公開 

尾道市－5



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

関連する『浄土寺方丈ほか５棟保存修理事業』の事業期間の見直しにより、当該事業の事業期間に
ついても変更が必要である。

状況を示す写真や資料等

国宝重要文化財等保存整備費補助金

重要文化財建造物への防災設備を整備する

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

『浄土寺方丈ほか５棟保存修理事業』の完了後に着手する予定のため延期した。

進捗状況　※計画年次との対応

評価軸③-2
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

平成25年度～26年度

項目

浄土寺建造物防災設備整備事業

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

尾道市－6



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

状況を示す写真や資料等

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸③-3
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

まちなみ形成事業

　個性的で風格のあるまちなみを創出することを目的に、散在する歴史的建造物・工作物（歴史的風致形成建造物を除く）
の所有者等が行う、建築当時の形態意匠を再現又は維持することを目的とする建造物の外観の修理、外観変更等の整備
に要する経費に対して補助金を交付する。

整備に要する経費に対して『尾道市まちなみ形成事業補助金交付要綱』に基づき補助金を交付した。
平成24年度実績：１件
平成25年度実績：２件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

平成15年度～

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業の効果促進事業） 

整備前 整備後 

尾道市－7



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

評価軸③-4
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的風致形成建造物修景・修復事業

平成24年度～33年度

歴史的風致形成建造物に指定された建造物の修景や修復のための整備費用に対し補助金を交付する。市が所有する建造
物については、市による整備を行う

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

尾道市地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律施行細則を平成25年8月6日に定めた。
また、各候補物件の指定に向け、整備計画（建造物改修履歴、現状把握等）の実施について協議した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

整備費用が高額となることが予想されるため、整備計画を策定する必要があるが、単体整備でなく周
辺を含めた整備の検討が必要であるため進んでいない。このため事業期間の変更が必要である。

状況を示す写真や資料等

尾道市地域における 

歴史的風致の維持及び向上に関する法律施行細則 標識 

尾道市－8



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

指定文化財管理事業

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

昭和54年度～

評価軸③-5

国宝重要文化財等保存整備費補助金

重要文化財建造物の防災設備が円滑に機能するよう、その点検や維持管理を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

消防局との合同査察を行った。
対象建造物所有者による防災設備の点検に対し、補助金を交付した。（浄土寺・西國寺・西郷寺・常称寺・天寧寺・向上寺）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

消防局との合同査察の状況（浄土寺） 

尾道市－9



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-6
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

文化財防災啓発事業

平成24年度～

尾道市単独事業

市民の協力を得ながら、文化財を火災等から守るため、文化財と防災に関する意識啓発を図るとともに、定期的・継続的に
防災訓練を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

市内の重要文化財所有寺院において、消防局、地域住民合同の文化財防火訓練を実施した。
（浄土寺、西國寺、西郷寺、常称寺、天寧寺、向上寺など）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

消防局、地域住民合同の文化財防火訓練の状況① 

消防局、地域住民合同の文化財防火訓練の状況② 

尾道市－10



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

舗装及び側溝の美装化を実施した。
平成24年度整備延長　L=３２２ｍ
平成25年度整備延長　L=３４０ｍ

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

道路美装化事業

平成24年度～33年度

項目

評価軸③-7

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

神社仏閣等の歴史的建造物を回遊する小路や斜面地等の散策道において、舗装及び側溝の美装化を行う。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

整備前 整備後 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

社会資本整備総合交付金（街路事業）

平成25年度～33年度

評価軸③-8
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

道路美装化事業（特殊街路）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成25年度から対象となる道路について都市計画決定を行うための協議用図面を作成し、関係機関との協議を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

道路断面構成について検討しているが、現状道路幅と大きく異なることになり、引き続き検討が必要
である。このため事業期間の変更が必要である。

状況を示す写真や資料等

瀬戸田歴史的風致地区の中心地であるしおまち商店街と向上寺に至る道路において、舗装及び側溝の美装化を行う。
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-9
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

社会資本整備総合交付金（街路事業）

旧西国街道にあたる久保長江線の歩道において、舗装の美装化を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

都市計画法の事業認可（～平成29年度）を受け事業を実施した。
平成24年度：用地買収
平成25年度：用地買収

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

道路美装化事業（幹線街路）

昭和59年度～平成33年度

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

状況写真① 状況写真② 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

沿道建造物等修景事業

平成24年度～33年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

新たに美装化を行う道路及び既に美装化された道路や神社仏閣の参道において、その沿道の建造物や工作物の修景を行
う。

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

評価軸③-10

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

修景整備に要する経費に対して『尾道市沿道建造物等修景事業補助金交付要綱』に基づき補助金を交付した。
平成24年度実績　１０件
平成25年度実績　　９件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

整備前 

整備後 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

老朽危険建物除却促進事業

平成24年度～33年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

良好な景観の形成の促進及び住環境の改善を図ることを目的に、使用されず適正に管理されていない老朽危険建物の除
却に要する経費に対し補助金を交付する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

除却に要する経費に対して『尾道市老朽危険建物除却促進事業補助金交付要綱』に基づき補助金を交付した。
平成24年度実績　６件
平成25年度実績　８件

評価軸③-11

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

状況を示す写真や資料等

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

整備後 

整備前 

尾道市－15



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-12
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

空き家再生促進事業

平成24年度～33年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業の効果促進事業）

空き家の有効利用を通して、地域の活性化及び良好な景観の形成の促進を図ることを目的に、空き家の再生に必要な改修
に要する経費に対し補助金を交付する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

再生に要する経費に対して『尾道市空き家再生促進事業補助金交付要綱』に基づき補助金を交付した。
平成24年度実績　４件
平成25年度実績　５件

整備前 

整備後 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-13

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

所有者不明の上空占用物件も存在し、その取扱いについて、引き続き関係機関との協議が必要であ
るが、長期間の協議が予想されるため、事業期間の見直しが必要である。

状況を示す写真や資料等

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

電柱類等景観改善事業

平成24年度～33年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

電柱・電線の輻輳により眺望景観が阻害されている通りを対象に、上空の電線を集約し景観に配慮した電柱とすることで、
道路からの眺望景観の向上を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

支援事業の詳細な要件の協議と、要件に合致した整備が可能か否か、上空及び道路占用者と協議を進めた。
また、『道路美装化事業』及び『夜間景観形成事業』の実施に伴い、住民から追加の整備要望のあった路線の整備の可否についても検
討を進めた。

道路美装化事業（路側帯美装化）実施後に住

民から電柱・電線について改善の要望のあっ

た『渡場線』 

夜間景観形成事業（街灯設置）実施後に

住民から電柱・電線について改善の要望

のあった『本通線』 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

市民や観光客の利便性向上のため、階段部や隅切りのない交差部において、道路のスロープ化や隅切り確保を行う。

平成24年度～33年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業の効果促進事業）

軽車両等道路事業

評価軸③-14
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

事業対象地の現況調査を行ったが、対象地は空き家を含んだ区域であり、土地及び建物の所有関係の調査を進めた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

状況を示す写真や資料等

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

土地及び建物の所有関係の調査及び協議に長期間を要することにより、事業期間の見直しが必要
である。
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-15
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

夜間景観形成事業

平成24年度～33年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

夜間の安全な通行と夜間景観の形成の促進を図ることを目的に、歴史的な背景を持つ街並みに調和したデザインの街灯等
の設置を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

旧山陽道にあたる尾道本通り商店街に地域住民とデザインを協議し、老朽化した街路灯からの更新を実施した。
平成24年度実績　Ｎ＝７基
平成25年度実績　Ｎ＝17基

整備前 
整備後 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-16
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

多国語音声設備設置事業

平成24年度～33年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業の効果促進事業）

神社仏閣等や観光施設等において、海外からの観光客にも対応可能な多国語の音声システムを備えた設備を設置する。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

尾道市における観光分野において、多大な協力のある宗教法人に承諾を得て順次設置を進めた。
平成24年度実績　Ｎ＝３基
平成25年度実績　Ｎ＝４基

整備後（浄土寺） 整備後（持光寺） 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

地域住民の要望及び現地調査に基づき対象地区を選定し、街並みに調和したデザインの手すりを設置した。
平成24年度実績　Ｌ＝２０ｍ
平成25年度実績　Ｌ＝２９ｍ

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

坂の多い尾道市において、市民や観光客の円滑な歩行を補助するため、周囲の歴史的な背景を持つ街並みに調和した新
たなデザインの手すりを設置する。また、劣化している手すりについても、同様なデザインへの更新を行う。

評価軸③-17
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歩行者安全対策事業

平成24年度～33年度

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

整備前 整備後 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

尾道市単独事業

坂の多い尾道市において、市民や観光客の安全な歩行のために、劣化によって構造的に安全面の問題があるものや美観
が損なわれている階段及び水路等の修復を行い、街並み景観の形成の促進を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

地域住民から要望のあった箇所について、階段及び水路等を整備した。
平成24年度実績　Ｎ＝１か所（鉄蓋からグレーチング蓋に更新）
平成25年度実績　Ａ＝４９．９㎡（劣化したコンクリート舗装からアスファルト舗装に更新）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸③-18
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

道路水路修繕事業

平成24年度～33年度

状況を示す写真や資料等

整備後（平成24年度） 整備後（平成25年度） 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-19

状況を示す写真や資料等

文化財調査・研究事業

平成20年度～

尾道市単独事業

文化財総合的把握モデル事業（平成20年度～22年度）を継承する形で、計画的・継続的に文化財の調査・研究を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

市内仏像・石造物・民俗文化財の調査を実施し、石造物調査報告書を刊行した。

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

市内仏像調査の状況 

石造物調査報告書を基に開

催した展示会のチラシ 
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

郷土芸能祭開催事業

平成21年度～

状況を示す写真や資料等

評価軸③-20

尾道市単独事業

尾道市内の神楽や鉦太鼓踊り、太鼓等の民俗芸能を市民に披露し、民俗芸能の普及及び顕彰に努める。
重点区域をはじめ尾道市における郷土芸能を広く紹介するとともに、普及・啓発を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

郷土芸能祭を尾道みなと祭にあわせて開催した。
　平成24年度：平成24年4月28日～29日
　平成25年度：平成25年4月27日～28日

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

郷土芸能祭（尾道市公会堂前広場） 

尾道市－24



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-21
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

史跡等及び埋蔵文化財公開活用事業

平成19年度～

平成24年度：文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業補助金
平成25年度：地域の特性を活かした史跡等総合活用支援推進事業補助金

埋蔵文化財の整理・情報公開・データベースの整備・出張展示会、講演会の開催を行う。
特に、重点区域（尾道・向島歴史的風致地区）では、尾道遺跡に関する資料・データ等の整理、情報公開、啓発等に取り組
む。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

出張展示会「尾道　塩の道」　　　　　：平成25年1月12日～1月27日（会場=おのみち街かど文化館）〔参加数1,840名〕
出張展示会「尾道の石造物と石工」：平成25年8月9日～9月1日（会場=おのみち街かど文化館）〔参加数3,780名〕

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

出張展示会「尾道 塩の道」 

出張展示会「尾道の石造物と石工」 

尾道市－25



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

文化財愛護少年団事業学習会
平成24年度：全7回（7月1日、7月30日～31日、8月18日、9月15日、11月10日、2月23日、3月24日）　〔延べ参加者数　335名〕
平成25年度：全7回（6月30日、7月29日～31日、8月17日、10月19日、11月16日、2月22日、3月29日）〔延べ参加者数　307名〕

評価軸③-22
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文化財愛護少年団事業

昭和43年度～

平成24年度：文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業補助金
平成25年度：地域の特性を活かした史跡等総合活用支援推進事業補助金

文化財愛護少年団の歴史は長く、毎年小中学生を対象に「文化財愛護少年団学習会」を様々な形で開催し、文化財愛護精
神と郷土愛の育成に取り組んでいる。
今後とも、文化財愛護少年団活動に対する普及・啓発を図りながら、参加を促進する。

状況を示す写真や資料等

文化財愛護少年団事業学習会の開催状況① 

文化財愛護少年団事業学習会の開催状況② 

尾道市－26



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

評価軸③-23

文化財講座開催事業

平成14年度～

平成24年度：文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業補助金
平成25年度：地域の特性を活かした史跡等総合活用支援推進事業補助金

尾道市全体やそれぞれの地域、共通するテーマ等で、文化財や歴史に関する講演会等を開催してきている。
今後とも、尾道市の文化財および歴史に関する講演会等の開催を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

状況を示す写真や資料等

文化財講座開催事業
　平成24年度：平成24年  8月26日〔参加者数148名〕　　　平成24年12月20日〔参加者数41名〕
　　　　　　　　　：平成25年  2月21日〔参加者数  92名〕　　 平成25年  3月14日〔参加者数82名 〕
　平成25年度：平成25年12月13日〔参加者数  72名〕　　　平成26年  2月27日〔参加者数81名〕

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文化財講座の開催状況① 

文化財講座の開催状況② 

尾道市－27



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

昭和43年度～

民俗芸能等支援事業

評価軸③-24
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

尾道市単独事業

尾道市において文化財指定を受けている民俗芸能の活動を支援し、文化財の保存・継承や地域の活性化を促進する。
また、尾道市には未指定の無形民俗文化財（民俗芸能）も多数あり、その担い手・後継者の確保や開催の支援を検討する。
さらに、民俗芸能の調査や記録、情報発信等を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

文化財保存事業として、民俗芸能団体に補助金を交付した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

補助金を交付した民俗芸能事例（ベッチャー祭り） 

尾道市－28



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-25
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

尾道歴史文化読本作成事業

平成24年度～

平成24年度：文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業補助金
平成25年度：地域の特性を活かした史跡等総合活用支援推進事業補助金

尾道市では、文化財愛護少年団活動や学校教育等を通じて、小さいころから文化財愛護精神と郷土愛の育成に取り組んで
いる。こうした取り組みを継承・発展させるため、尾道市の学校教育（小学校中学年～中学生を主対象）における歴史読本
の作成を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成24年度　埋蔵文化財広報冊子「尾道の歴史と遺跡　近世編」500部刊行、配布
平成25年度　埋蔵文化財広報パンフレット「発掘　尾道遺産　御調編」3,000部作成

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

「尾道の歴史と遺跡 近世編」 「発掘 尾道遺産 御調編」 

尾道市－29



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項
評価軸③-26

文化財めぐり事業

昭和43年度～

平成24年度：文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業補助金
平成25年度：地域の特性を活かした史跡等総合活用支援推進事業補助金

尾道市では、区域・地域ごとに、またはテーマに基づいて、市民等が文化財に親しみ、学ぶ「古寺めぐり」などを行ってきてい
る。
今後とも、こうした体験型の文化財めぐりを開催する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成24年度：近代化遺産めぐり              平成24年12月1日　参加者35名
平成25年度：島々の文化遺産めぐり        平成26年3月1日　参加者49名
               ：文化財めぐり                      平成26年3月7日　参加者19名

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

近代化遺産めぐり 

島々の文化遺産めぐり 

尾道市－30



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

項目

近代化遺産活用事業

平成20年度～

尾道市単独事業

尾道市では、バスを利用して市内各地の近代化遺産をめぐる取り組みを行っている。
今後とも、関係権利者・管理者の理解と協力を得ながら、近代化遺産の公開の促進に努めるとともに、「近代化遺産めぐり」
などの開催を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成24年度：近代化遺産めぐり　　平成24年12月1日　参加者数35名

評価軸③-27
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

近代化遺産めぐり 

尾道市－31



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

項目

文化施設ネットワーク事業

状況を示す写真や資料等

平成24年度

尾道市単独事業

おのみち歴史博物館、尾道商業会議所記念館、尾道遺跡発掘調査研究所等の役割分担と連携を図りながら、情報の共有
化・ネットワーク化を進め、市民や訪れた人々の情報サービスを高めるとともに、ホームページにおける歴史文化情報等の
充実に努める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

商工部局が管理する「尾道商業会議所記念館」で企画展示を実施した。
また、企画展示開催の情報発信を各施設で行うなど所管する関係課と情報交換を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

計画では平成24年度の単年度事業となっているが、継続して実施していく事業であり、誤記により事
業期間の変更が必要である。

評価軸③-28
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

企画展示「尾道と塩田」（尾道商業会議所記念館） 企画展示「尾道と石工」（尾道商業会議所記念館） 

尾道市－32



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

〇文化財調査・研究事業（評価軸③-19：Ｐ23）を参照
〇近代化遺産調査・研究及び保存・活用検討事業

文化財の調査に関する事項

地元調査員による有形文化財（建造物）、民俗文化財、歴史的景観（小景観：狭い範囲の景観）の調査、及び専門家による
美術工芸品（仏像）、民俗芸能、歴史的建造物の調査を、市内全域の統一基準で実施しており、継続してその他の分野でも
市内全域を対象とした文化財調査の実施に努める。
　また、文化財調査の際には、市民参加型の調査を行い、郷土の文化財への理解と愛護精神の高揚を目指す。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

③－19：文化財調査・研究事業：Ｐ23 

尾道市－33



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の修理に関する事項

市内の文化財の状況をみると、緊急性を要する文化財が多数見受けられ、指定文化財については、その損傷具合や緊急
性を考慮し、修理事業を実施している。特に重要文化財の建造物は、その建築年代が古いことから、緊急性を要するものが
多い。また、美術工芸品についても、修理の必要がある場合には、その状況を把握し、修理計画を作成することが求められ
る。ただし、美術工芸品の場合、その保管状況や防犯体制についても考慮する必要があり、教育委員会は、文化財所有者
にその指導助言を継続的に行う。
文化財の修理は、歴史的真正性を損なうことなく、適切な修理及び整備を実施するとともに、市民に理解を得られるよう適宜
公開する機会を設け情報発信する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

〇重要文化財等保存修理事業＝浄土寺方丈ほか５棟保存修理事業（評価軸③-1：Ｐ5）を参照
〇文化財保存事業

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

浄土寺方丈ほか５棟保存修理事業については、作業工程の見直しにより、事業期間の変更が必要
である。
他事業については計画どおり進捗している。

状況を示す写真や資料等

③－1：浄土寺方丈ほか５棟保存修理事業：Ｐ5 

尾道市－34



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

浄土寺建造物防災設備整備事業については、関連する「浄土寺ほか５棟保存修理事業」の事業期
間の見直しにより、当該事業の事業期間についても変更が必要である。
他事業については計画どおり進捗している。

状況を示す写真や資料等

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の防災に関する事項

特に建造物は、被害を受けやすく、修理に多大な時間と費用を必要とするため、防災対策を万全にし、被害を未然に防ぐこ
と、被害を最小限にとどめることが重要であり、防災設備の設置と点検を推進する。
また、従来の文化財の防災対策は、指定文化財に限定されることが多く、指定文化財以外の文化財や文化財の周辺環境に
対しては、同様の防災対策はとられていないのが現状である。これらについては、指定文化財と同様の対策をとるのではな
く、その状況に応じた防災対策を練る。そのためには、各地域の防災組織と情報交換を行い、文化財をとりまく地域ぐるみの
防災体制の構築に努める。
また、防災だけでなく、防犯対策も必要であり、文化財所有者への防犯意識の徹底を図る。
文化財の適切な保存・活用のため、文化財所有者及び地域住民の防災意識を高め、文化財防災設備点検等を行う文化財
管理事業を継続的に実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

〇重要文化財建造物防災設備整備事業＝浄土寺建造物防災設備整備事業（評価軸③-2：Ｐ6）を参照
〇指定文化財管理事業（評価軸③-5：Ｐ9）を参照
〇文化財防災啓発事業（評価軸③-6：Ｐ10）を参照

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

③－5：指定文化財管理事業：Ｐ9 

③－6：文化財防災啓発事業：Ｐ10 
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

〇史跡等及び埋蔵文化財公開活用事業（評価軸③-21：Ｐ25）を参照
〇文化財愛護少年団事業（評価軸③-22：Ｐ26）を参照
〇文化財講座開催事業（評価軸③-23：Ｐ27）を参照
〇登録有形文化財推進事業
〇民俗芸能等支援事業（評価軸③-24：Ｐ28）を参照
〇尾道歴史文化読本作成事業（評価軸③-24：Ｐ28）を参照

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸④-4
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の継承の仕組みに関する事項

文化財への関心と理解を高めていくため、子どもから高齢者まで、それぞれの関心や状況等に応じた文化財の啓発や学
習・体験機会の確保に努める。
さらに、指定文化財または国登録文化財ではないものの中から、市民自らが価値や魅力を再認識して、残したい歴史文化
資源として登録する（仮称）尾道市歴史文化資源市民登録制度の創設に取り組む。また、歴史文化資源が市民によって大
切にされ、生かされ、次代に伝えていけるよう、市民や関係団体と協働しながら、啓発や情報提供、保存・活用の活動支援
に努める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

③－25：尾道歴史文化読本作成事業：Ｐ29 

③－21：史跡等及び埋蔵文化財公開活用事業：Ｐ25 

③－22：文化財愛護少年団事業：Ｐ26 

③－23：文化財講座開催事業：Ｐ28 

③－24：民俗芸能等支援事業：Ｐ27 
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成24～25年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

〇文化財めぐり事業（評価軸③-26：Ｐ30）を参照
〇近代化遺産活用事業（評価軸③-31：Ｐ31）を参照
〇文化施設ネットワーク事業（評価軸③-32：Ｐ33）を参照

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸④-5
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の活用に関する事項

文化財の保存・活用及び文化財を生かしたまちづくり等に関わる組織の設立や育成と支援を行うとともに、それらが連携し、
協働による事業等を企画・推進する体制づくりに努める。また、組織への市民等の参加を促進するとともに、担い手の育成
支援に努める。
文化財と市民をつなぐ体制づくりが必要であり、市民参加型の様々な事業の実施を目指す。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

③－28：文化施設ネットワーク事業：Ｐ32 ③－26：文化財めぐり事業：Ｐ30 

③－27：近代化遺産活用事業：Ｐ31 
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 平成24～25年度

平成24年10月7日

平成25年1月11日
平成25年1月24日
平成25年1月29日
平成25年2月24日

尾道市文化財係レポート 尾道の歴史と魅力を再発見 近代化遺産めぐり
陣幕が通った出雲街道 尾道の出雲屋敷 松江藩コメの取引拠点
瀬戸内の塩作りたどる 江戸時代後期の掟書も 〔尾道〕
文化財継承へ重文見学 〔尾道〕 尾三地区の保護委員ら研修
銀山街道の歴史講演会 尾道で来月２１日
尾道文化財知ろう 小中生が寺社巡り

状況を示す写真や資料等

尾道・鞆の活性化に一役 空き家再生に助成 平成26年3月13日 中国新聞
定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

歴史的風致維持向上計画 国交省などから認定 尾道市と竹原市 平成24年6月7日 毎日新聞
国の風致維持向上事業 尾道・竹原の計画を認定 平成24年6月7日 中国新聞

平成24年6月6日の計画認定以降、報道に取り上げられる機会が増え、視察や研修会の会場となるなど認知度が高くなっている。
また、主催行事や出張展示などについては参加者・入場者の増加につながっており、補助金利用について問い合わせが増加した。
さらに、ＮＰＯ法人による活動も広く周知され、歴史まちづくりに対する関心が高まっている。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

圧巻 宮大工の技 浄土寺見学など２５人
地域愛の青看板　尾道に溶け込む

空き家 まちづくりに影〔尾道〕 「所有者不明」「連絡が取れない」･･･

尾道市文化財愛護少年団レポート 常称寺で仏像調査を体験 平成25年10月24日 山陽日日新聞

尾道の古建築 「日本一」紹介　浄土寺多宝塔や西郷寺本堂

効果・影響等に関する報道

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

補助の在り方 不満続出 景観保全計画 尾道市が住民説明会

讀賣新聞
中国新聞

中国新聞

産経新聞
中国新聞
中国新聞
毎日新聞
山陽日日新聞

評価軸⑤-1

平成24年6月9日 中国新聞
市文化振興課のレポート 「洋上セミナー」を開催 平成24年7月4日 山陽日日新聞

市教委文化振興課からリポート 多宝塔美しさは日本一 平成24年8月26日 山陽日日新聞

尾道市景観地区への補助年度内終了　看板撤去４８基中２１基 平成24年11月30日 中国新聞

平成24年8月8日

中国新聞

平成25年2月22日
平成25年3月8日
平成25年3月14日
平成25年3月29日

尾道の歴史と遺跡一冊に 市教委が作製
空き家解体 補助を強化　傾斜地の危険回避へ　〔関連〕

平成25年7月19日
平成25年8月20日

５言語の音声 尾道の寺案内 浄土寺など装置お目見え

市民参加で【尾道遺産】を 保存活用推進準備委員会の初会合
看板撤去補助５年延長 〔尾道市〕 景観地区に２５基残る
空き家 広がる流通　宿泊施設に再生も

尾道市教委文化財係からレポート 洋上セミナーで鞆へ 尾道市文化財愛護少年団活動

古墳～江戸時代 石造文化を紹介　尾道

平成25年7月11日
尾道市 国の補助制度で 改修・解体費に

平成25年4月17日
平成25年4月17日

平成25年6月11日

中国新聞
中国新聞

市補助金利用を 放置建物撤去も対象に 歴史的風致維持向上計画重点区域内

絵図・地図を読むⅡ ～観光地図からみた尾道の変遷～

歴史まちづくり 実践報告 中国地方７市町、萩でサミット

山陽日日新聞

中国新聞

中央図書館で尾道遺跡発掘調査研究所出張展

平成25年9月4日
尾道で地域再生実践塾　街づくりの事例や活動現場の視察
尾道の古建築を解説 中央図書館でパネル展

路地を生かした まちづくり議論 来年7月尾道で大会
尾道の文化財 意匠に酔う 県内外２９人 建築士と巡る
「尾道空き家再生」が優秀賞

「多門亭」再興へ 新入居活用者へ引き継ぐ 建築士会尾道支部有志に市民も参加

平成25年10月13日

平成25年11月12日
平成25年12月18日
平成26年1月26日
平成26年2月1日

平成26年3月5日

繁栄支えた 尾道の石工 道具など展示 平成26年2月1日
文化財講座 木ノ庄町の家ノ城跡 尾道松江線建設に伴う発掘調査 平成26年2月25日

中国新聞
中国新聞
中国新聞

山陽日日新聞

平成24年8月8日

平成24年12月9日 山陽日日新聞
平成24年12月18日 山陰中央新報

平成25年6月9日 山陽日日新聞
朝日新聞
山陽日日新聞
山陽日日新聞
讀賣新聞
中国新聞
山陽日日新聞

平成25年4月10日

平成25年9月29日

中国新聞
山陽日日新聞

中国新聞
朝日新聞
中国新聞

尾道の歴史と魅力を再発見 近代化遺産めぐり 

市文化振興課のレポート 「洋上セミナー」を開催 
尾道の歴史と遺跡一冊に 市教委が作製 

著作権保護のため報道

記事は掲載していませ
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進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 平成24～25年度

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

■計画の進捗に影響あり
□計画の進捗に影響なし

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

歴まち計画の認定を受けたことにより、各都市からの視察やまちづくりの研修会場に選定することが増えた。
また、重点区域以外での民間による景観向上のための取り組みも市の施策の周知として貴重な啓発手段となった。

各種団体の研修会場、重点区域以外での景観に対する取組

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

その他

項目

評価軸⑥-1

特になし

重点区域（景観地区）外における民間企業の取り組み事例 

（尾道市ホームページから） 

まちづくり拝見研修会 

平成24年11月16日 

地域再生実践塾 
平成25年9月18日～20日 
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平成24～25年度
・法定協議会等におけるコメント

（今後の対応方針）
　　〇施策に対応するNPO法人などの活動及び独自の事業の評価方法については検討する。
　　〇舗装や手すりなどのデザインの決定には地元住民の意見を反映させる体制とする。
　　〇空き家の除却後の有効利用については、全国の事例を基に研究する。
　　〇事例写真の選定については画一的に撮影するのではなく事業内容に応じたものとなるよう工夫する。

（コメントの概要）
　□平成24年度開催法定協議会
　　〇道路美装化事業について
　　　　整備路線が歴史的に石畳であった事実はほとんどなく、美装化は住民の安全性や観光客の回遊性の
　　　向上が目的と考えられるので、バリアフリーも考慮したうえ、整備箇所に応じて、住民の意見を反映させ
　　　たデザインとするなど研究が必要である。

　□平成25年度開催の法定協議会
　　〇NPO法人等について
　　　　尾道市は空き家を活用する先進地と考えられるが、活動しているNPO法人を含めて、「空き家の活用」
　　　という施策に対して「受け止める力がある」ということを、どのように評価の中で表現するかが重要である。
　　　地域住民やNPO法人との連携を強く表現するため、計画の推進体制図（計画P125の図3-11）において、
　　　地域住民や市民等との関連性を示す「矢印」を大きく記載すべきである。
　
　　〇道路美装化事業について
　　　　美装化する舗装デザインの研究が必要である。斜面地の坂道では石張り舗装は滑る恐れがある。評
　　　価において、各舗装デザインの機能的、性能的な事項も記載することで、後々の事業実施に役に立つ
　　　ことがある。
　
　　〇老朽化した空き家の除却について
　　　　老朽化した空き家を除却した後の土地の有効活用について研究する必要がある。
　
　　〇事例写真について
　　　　各種事業の紹介として「整備前」「整備後」の写真を掲載するが、写真の選定にあたっては、「効果が
　　　あった」、あるいは「素敵になった」と素直に思えるものを選ぶべきである。選定した写真によっては、整
　　　備したことにより、逆に景観を阻害しているように見える写真もあるため、撮影方法（撮影位置や角度な
　　　ど）の工夫が必要である。
　
　　〇独自の事業について
　　　　歴まち計画の中で、独自で具体的なアイデアを出し事業化したものについて自己評価に入れておくと良
　　　いのではないかと考える。
　
　　〇手すりのデザインについて
　　　　手すりのデザインを決定する際には、住民の日常生活の中から出てくるアイデア（カタログの景観製品
　　　が全てではない）を反映させる必要があるため、デザイン決定のプロセスを大切にすべきである。
　

コメントが出された会議等の名称：尾道市歴史的風致維持向上計画推進協議会

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　（様式４）

評価対象年度

会議等の開催日時　平成24年度第1回：平成25年3月25日（月）
　　　　　　　　　　　　　平成25年度第1回：平成26年3月20日（木）
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